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問
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

当
た
り
①
業
者
選
定
の
基
準
は
②
経

営
状
況
や
運
営
面
の
監
査
・
チ
ェ
ッ

ク
体
制
は
③
岡
山
ド
ー
ム
の
管
理
運

営
委
託
に
も
適
用
す
べ
き
で
は
。�

　
答
　
①
施
設
の
設
置
目
的
・
平
等

利
用
の
確
保
・
経
費
の
効
率
性
・
業

務
遂
行
能
力
な
ど
の
視
点
か
ら
実
態

に
即
し
て
作
成
す
る
②
年
度
末
ご
と

の
事
業
報
告
や
随
時
の
実
地
調
査
に

よ
り
確
保
し
た
い
③
外
郭
団
体
が
管

理
し
て
い
る
施
設
は
、
法
改
正
後
三

年
を
経
過
す
る
ま
で
現
行
制
度
の
適

用
が
可
能
で
あ
り
、
平
成
18
年
度
を

目
途
に
指
定
先
を
検
討
し
た
い
。�

���

　
問
　
土
地
の
先
行
取
得
を
目
的
と

す
る
土
地
開
発
公
社
の
役
割
を
未
利

用
地
の
処
分
に
限
定
し
、
廃
止
の
方

向
で
検
討
し
て
は
。�

　
答
　
特
別
会
計
で
の
用
地
取
得
は

国
、
県
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
こ

と
や
、
市
債
発
行
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
社
で
の
先
行

取
得
は
必
要
と
考
え
る
。
今
後
の
運

用
に
当
た
っ
て
は
、
個
別
の
事
業
に

応
じ
た
合
理
的
取
得
と
未
利
用
地
の

整
理
を
大
原
則
と
し
、
負
担
の
軽
減

を
図
り
た
い
。�

���

　
問
　
本
市
の
「
ｅ
！
市
役
所
」
実

証
実
験
の
実
用
化
に
向
け
た
今
後

の
取
り
組
み
は
。�

　
答
　
平
成
16
年
2
月
ま
で
行
わ
れ

る
予
定
の
映
像
対
話
型
電
子
申
請
や

テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
電
子
申
請
等
の

実
証
実
験
を
通
じ
、
最
新
Ｉ
Ｔ
技
術

が
地
域
に
根
付
く
と
と
も
に
、
電
子

自
治
体
の
将
来
像
が
市
民
に
理
解
さ

れ
る
な
ど
の
成
果
を
得
て
い
る
。
実

験
終
了
後
は
、
今
後
の
実
用
化
に
向

け
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
用

し
な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。�
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問
　
法
改
正
で
民
間
委
託
が
可
能

と
な
っ
た
公
金
収
納
事
務
の
取
り
扱

い
を
、
早
期
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
拡
大
す
べ
き
で
は
。�

　
答
　
現
在
、
関
係
課
の
職
員
か
ら

な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
、
導

入
に
向
け
研
究
し
て
い
る
。
新
シ
ス

テ
ム
に
対
応
で
き
る
納
付
書
等
の
変

更
や
個
人
情
報
等
の
保
護
な
ど
課
題

は
あ
る
が
、
市
民
の
利
便
性
や
収
納

率
の
向
上
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、

扱
う
収
納
金
の
種
別
等
の
選
定
や
費

用
対
効
果
等
を
勘
案
し
、
早
期
に
実

施
し
た
い
。�

���

　
問
　
姓
の
み
で
所
属
の
記
載
も
な

く
、
市
民
に
分
か
り
に
く
い
本
市
職

員
の
名
札
を
、
顔
写
真
と
所
属
を
明

記
し
た
も
の
に
変
更
し
て
は
。�

　
答
　
名
札
の
着
用
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
原
点
で
あ
り
、
現
在
の
姓
の

み
の
表
記
で
は
十
分
で
な
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
氏
名
・
課
名

を
大
き
く
す
る
な
ど
市
民
に
分
か
り

や
す
い
工
夫
を
し
た
上
で
、
写
真
付

き
の
名
札
を
平
成
16
年
度
の
早
期
に

導
入
し
た
い
。�

�
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問
　
岡
山
中
央
南
（
旧
深
柢
）
小

学
校
跡
地
懇
談
会
の
①
協
議
内
容
は

②
意
見
集
約
の
時
期
は
。�

　
答
　
①
跡
地
の
活
用
だ
け
で
な
く
、

中
心
市
街
地
活
性
化
の
観
点
か
ら
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論

す
る
た
め
、
地
元
を
は
じ
め
広
く
意

見
を
聞
く
予
定
だ
②
平
成
17
年
3
月

の
閉
校
を
踏
ま
え
、
適
切
な
時
期
に

中
間
報
告
的
な
形
で
方
向
性
を
示
し

た
い
。�

��
。�　

問
　
国
道
２
号
バ
イ
パ
ス
新
保
・

青
江
・
福
富
西
交
差
点
付
近
の
①
交

通
渋
滞
・
事
故
多
発
の
原
因
は
②
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。�

　
答
　
①
一
日
十
万
台
を
超
え
る
交

通
量
に
加
え
平
面
交
差
点
で
あ
る
た

め
だ
が
、
交
差
点
の
立
体
化
な
ど
に

よ
り
、
東
西
方
向
の
渋
滞
を
ほ
ぼ
解

消
し
、
交
通
事
故
を
三
割
程
度
ま
で

減
少
で
き
る
と
予
測
し
て
い
る
②
国

が
平
成
15
年
度
か
ら
立
体
化
の
事
業

に
向
け
た
調
査
・
検
討
に
着
手
し
て

お
り
、
本
市
と
し
て
も
早
期
実
施
を

要
望
し
て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
事
業
系
ご
み
排
出
事
業
者
な

ど
の
利
便
性
等
を
考
慮
し
、
焼
却
施

設
を
土
曜
日
も
開
場
し
て
は
。�

　
答
　
土
・
日
曜
日
に
営
業
す
る
排

出
事
業
者
も
多
く
、
当
然
収
集
が
必�

　
　
月
定
例
市
議
会
で
は
、
二
十
六
人
の
議
�

員
が
、
議
案
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を

取
り
上
げ
て
、
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
　
�
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本
市
土
地
開
発
公
社
�

今
後
の
あ
り
方
�

コ
ン
ビ
ニ
で
の
�

公
金
収
納
拡
大
へ
�

ご
み
焼
却
場
�

隔
週
土
曜
日
を
開
場
へ
�

本
市
職
員
に
�

写
真
付
き
名
札
を
導
入
�

指
定
管
理
者
制
度
�

導
入
に
向
け
て
�

「
e
！
市
役
所
」
実
証
実
験
�

実
用
化
へ
の
取
り
組
み
�

�旧
深
柢
小
の
跡
地
活
用
�

国
道
2
号
バ
イ
パ
ス
の
�

渋
滞
解
消
に
向
け
て
�

体験型施設に生まれ変わる水道記念館（三野浄水場）�

男性も積極的に子育て参加へ�
（男性ルネッサンス講座）�

朝の国道の国道2号バイパス（青江付近青江付近）�朝の国道2号バイパス（青江付近）�


